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老人は、 多年にわたり 社会の進展に寄与し てき た者と し て、 かつ、 豊富な知

識と 経験を 有する 者と し て敬愛さ れる と と も に、 生き がいを 持てる 健全で安ら

かな生活を保障さ れるも のと する。  

（ 老人福祉法第２ 条）  

 

 

老人は、 老齢に伴つて生ずる 心身の変化を 自覚し て、 常に心身の健康を 保持

し 、 又は、 その知識と 経験を 活用し て、 社会的活動に参加する よう に努める も

のと する。  

老人は、 その希望と 能力と に応じ 、 適当な仕事に従事する機会その他社会的

活動に参加する機会を与えら れるも のと する。  

（ 老人福祉法第３ 条）  

 

 

国及び地方公共団体は、 老人の福祉を 増進する責務を有する。  

（ 老人福祉法第４ 条第１ 項）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老 人 福 祉 
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Ⅰ  老人福祉の概況 

 

介護保険制度が平成 12 年４ 月に始まり 、 25 年が経過し まし た。 こ の間、 宮古市の介護保

険制度は順調に推移し ており 、 高齢者が尊厳を 持っ て生活する こ と ができ る まち づく り の

推進に大き く 寄与し ており ます。  

高齢化が加速する 中、 全国的な傾向と 同様に宮古市でも 、 ひと り 暮ら し や高齢者だけの

世帯で生活し ている方の割合が増えてき ており ます。 こ のこ と に加えて、 高齢者の生活が

多様化し てき ているこ と から 、 高齢者の福祉サービスの内容も 、 多様化が求めら れてき て

おり ます。  

市では、 ①すべての高齢者が生き がいを 持っ て生活でき る よう 、 その支援を する こ と 、

②介護を 必要と する 人が、 住みなれた地域の中で必要かつ十分なサービ スを 受けら れる 体

制を 築く こ と 、 ③介護を 必要と し ない人が、 将来にわたっ てその状態を 維持でき る 環境を

整える こ と を 基本方針と し て、 こ れまで進めてき た高齢者福祉施策について一層の充実と

促進を 図っ ていき ます。  

 
１  老年人口の推移 

 

宮 古 市                       各年 10 月１ 日現在（ 単位： 人） 

 
全人口 65 歳以上の人口 全人口に 占め

る 割合（ ％）  男 女 計 男 女 計 

令和３ 年度 23, 796 25, 704 49, 500 8, 013 11, 099 19, 112 38. 61 

令和４ 年度 23, 178 25, 057 48, 235 7, 966 10, 932 18, 898 39. 18 

令和５ 年度 22, 571 24, 462 47, 033 7, 910 10, 793 18, 703 39. 77 

令和６ 年度 22, 011 23, 869 45, 880 7, 844 10, 686 18, 530 40. 39 

 

 

 

岩 手 県       （ 単位： 人）  全 国         （ 単位： 千人） 

全人口 65 歳 以 上 人 口 
全人口に占め

る 割合（ ％）  
全人口 65 歳以上人口 

全人口に占め

る 割合（ ％）  

令和３ 年度 1, 196, 277 405, 793 33. 92 125, 502 36, 214 28. 9 

令和４ 年度 1, 180, 512 405, 247 34. 32 124, 947 36, 236 29. 0 

令和５ 年度 1, 163, 024 403, 825 34. 72 124, 352 36, 227 29. 1 

令和６ 年度 1, 144, 407 402, 129 35. 14 123, 802 36, 243 29. 3 

備考１   宮古市の人口は、「 住民基本台帳人口」 によ る 。  

    ２   岩手県の人口は、「 県人口移動報告年報」（ 県調査統計課） によ る。  

３   全国の人口は、 人口推計年報による。  
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２  65 歳以上の年齢区分推移 （ 住民基本台帳よ り 集計）   

                            各年度 10 月１ 日現在 

年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

65～69 歳 3, 819 人 3, 720 人 3, 600 人 

70～74 歳 4, 738 4, 439 4, 151 

75～79 歳 3, 346 3, 570 3, 775 

80～84 歳 3, 188 3, 157 3, 155 

85～89 歳 2, 261 2, 261 2, 267 

90 歳以上 1, 546 1, 556 1, 582 

合  計 18, 898 18, 703 18, 530 

高齢化率 39. 18 ％ 39. 77 ％ 40. 39 ％ 

 

３  高齢者世帯・状況の推移（ 65 歳以上）（ 高齢者状況調査よ り ）  

                  各年度６ 月１ 日現在 

年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

全 体    18, 893 人    18, 671 人    18, 315 人 

ひ と り 暮 ら し  3, 533 3, 603 3, 526 

高の

齢世

者帯

の人

み数 

本人と 配偶者 

の    み 
   4, 875 4, 898 4, 673 

本 人 と 他 の 

高 齢 者 の み 
980 957 967 

ね た き り  109 96 78 

入 院 ・ 入 所 1, 339 1, 234 1, 316 

※住民基本台帳の数値と は異なる  
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Ⅱ  生き がい対策 

 
１  敬老記念品の贈呈 

多年にわたっ て社会に貢献し た高齢者を 敬愛し 、長寿を 祝い、敬老の意を 表する ため、

老人の日、 老人週間等に記念品を 贈呈し ます。  

（ １ ） 対象者 

① ９ 月１ 日現在において、 宮古市に住所を 有し かつ居住し ている 88 歳、 99 歳及

び最高齢者の方 

② 誕生日において、 宮古市に引き 続き １ 年以上住所を 有し ている 100 歳に到達し     

 た方 

（ ２ ） 事業開始： 昭和 43 年度 

（ ３ ） 実施状況          

        年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

88 歳（ 米寿） 

対象者数  497 人  419 人  448 人 

記 念 品 
ワン タ ッ チマグボ

ト ル 

ワン タ ッ チマグボ

ト ル 

ワン タ ッ チマグボ

ト ル 

99 歳（ 白寿） 
対象者数 41 37 45 

記 念 品 ボン ボニエール 布目フ リ ーカ ッ プ 布目フ リ ーカ ッ プ 

100 歳 

対象者数 28 25 20 

記 念 品 
大判バスタ オル 

     ほか 

大判バスタ オル 

     ほか 

大判バスタ オル 

     ほか 

最高齢者 記 念 品 
アレ ン ジメ ン ト 、

商品券 

アレ ン ジメ ン ト 、

商品券 

アレ ン ジメ ン ト 、

商品券ほか 
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２  老人クラブ育成 

 

（ １ ） 目  的 

    高齢者の孤独感の解消と 社会交流を はかり 、 生き がいを 高める ため、 各地区単位 

 に老人ク ラ ブを 結成し 、その自主的活動を 推進するために活動補助金を 交付し ます。 

（ ２ ） 組  織 

老人ク ラ ブを 組織するには、 次のよ う な要件が必要です。  

① 会員数がおおむね 11 人以上である こ と 。  

② 会員の年齢は、 おおむね 60 歳以上である こ と 。  

③ 会員は同じ 小地域に住み、 その区域は他のク ラ ブと 重複し ないこ と 。  

④ ク ラ ブは、 政治上又は宗教上の組織に属さ ないも のであるこ と 。  

⑤ ク ラ ブの運営は、 会員によ り 民主的に行われている こ と 。  

⑥ ク ラ ブの活動費に充てる ため定期的に会費を徴収する こ と 。  

（ ３ ） 助成の内容 

① 市老人ク ラ ブ連合会分 

ア  会 員 割  50 円×会員数 

イ   市 老 連 割  160, 000 円（ 定額）  

ウ  特別事業分  事業費に応じ た助成額 

② 単位老人ク ラ ブ分 

 会員の人数の区分に応じ て下記の額を 上限と する  

    ア 10 人以上 30 人以下 27, 600 円 

  イ  31 人以上 50 人以下 28, 800 円 

  ウ 51 人以上 60 人以下 32, 400 円 

  エ 61 人以上 80 人以下 33, 000 円 

  オ 81 人以上      36, 000 円 

（ ４ ） 単位ク ラ ブの推移 

      年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

単位ク ラ ブ数 36 団体 32 団体 30 団体 

ク ラ ブ会員数 773 人 659 人 579 人 

（ ５ ） 加入申込先 

宮古市老人ク ラ ブ連合会事務局 

住  所  金浜１ －16－１   金浜老人福祉セン タ ー内 

電  話  62－8231 

Ｆ Ａ Ｘ   64－5466 
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３ 老人福祉センター 

 

（ １ ） 目  的 

高齢者が健康で明る い生活を 送る こ と ができ る よ う に、 生活や健康などの各種相

談に応ずる と と も に、 健康の増進、 教養の向上及びレ ク リ エーショ ン のための便宜

を 図る 施設です。  

（ ２ ） 事業の内容 

① 各種相談 

② 健康の増進、 教養の向上 

③ レ ク リ エーショ ン の実施等 

（ ３ ） 利用資格 

原則と し て 60 歳以上の方です。  

（ ４ ） 費 用 

原則と し て無料ですが、 必要によ り 利用料を 徴収する 場合があり ます。  

（ ５ ） 設置状況 

施設名 所在地 設置者 設置年月日 電話番号 

金浜老人福祉セン タ ー 金浜１ －16－１  宮古市 S56. ４ . １  62-8231 

（ ６ ） 利用状況（ 利用延べ人数）  

施設名 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

金浜老人福祉セン タ ー 3, 509 人 3, 585 人 3, 551 人 
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Ⅲ  在 宅 福 祉 

 

１ 緊急通報装置貸与事業 

 

（ １ ） 目  的 

ひと り 暮ら し の虚弱な高齢者等に対し 、 緊急通報装置を 貸与する こ と によ り 、 急

病や怪我等の緊急時に迅速かつ適切な対応を 図り ます。  

（ ２ ） 利用対象者  

おおむね 65 歳以上のひと り 暮ら し 高齢者及び高齢者世帯又は重度身体障害者で、

慢性的な疾患等によ り 日常生活を 営む上で常時注意を 要する者 

（ ３ ） 利用状況  

年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

新 規 貸 与 件 数 11 件 15 件 ９  件 

撤 去 件 数 19   18   13   

年度末貸与件数 86   83   79   

 

２ 介護通院支援事業 

 

（ １ ） 目 的 

   要介護者がタ ク シーで通院する と き 、 交通費の一部を 支援する こ と によ り 、 健康

保持と 家族の負担軽減を 図り ます。  

（ ２ ） 利用対象者 

要介護３ 以上の在宅高齢で、 通院のためタ ク シーを 利用する者 

（ ３ ） 有効期間 

上半期 ４ 月～９ 月 

下半期 10 月～３ 月 

有効期間毎に最大 24 枚（ １ 月あたり ４ 枚） の助成券を 交付 

（ ４ ） 助成額 

1 枚あたり 610 円（ 令和４ 年 11 月までは 540 円）   

（ ５ ） 利用状況 

        年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

交付件数 708 件 700 件 698 件 

利用枚数 7, 736 枚 7, 437 枚 8, 068 枚 

１ 件当たり の利用枚数 10. 9 枚 10. 6 枚 11. 6 枚 
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３ 安心キット（救急医療情報キット）配布事業 

 

（ １ ） 目 的 

市内に居住する 65 歳以上の高齢者等を対象と し 、救急時に必要な情報を 専用容器 

   に入れ冷蔵庫に保管し ておく こ と で、 万一の緊急時に備え、 安全と 安心の確保を 図 

   り ます。  

（ ２ ） 利用対象者 

市内に居住する 65 歳以上の者で以下のいずれかに該当する 者（ 65 歳未満の者で 

   あっ て特に必要がある と 認めら れる 者を 含む）  

① 65 歳以上の者のみ世帯に属する 者 

② 日中又は夜間に、 同居者が不在で独り で過ごすこ と が多い者 

③ 同居者が障害・ 疾病等により 、 緊急時の対応が困難な者 

（ ３ ） 利用状況     1, 880 人設置  （ 令和６ 年度末現在）            

 

４  日常生活用具給付（貸与） 

 

（ １ ） 目  的 

在宅において日常生活を 営むのに支障がある 高齢者に対し 、 日常生活用具を 給付

（ 貸与） する こ と により 、 日常生活の便宜を 図り 、 生活の質の向上を 図り ます。  

（ ２ ） 利用対象者 

おおむね 65 歳以上のねたき り 高齢者、 ひと り 暮ら し 高齢者 

（ ３ ） 給付品目 

火災警報装置、 自動消火器、 電磁調理器 

（ ４ ） 貸与品目 

福祉電話 

（ ５ ） 給付・ 貸与状況 

            年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

給付 
火災報知器、 自動消火器 ０  件 ０  件 ０  件 

電磁調理器 ０    ０    ０    

貸与 福祉電話 １    １    １    

※ 貸与は年度末貸与数 
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５ 訪問指導事業 

 

（ １ ） 目 的 

高齢者指導員が今年度 70 歳と なる 高齢単身世帯又は 80 歳以上が 1 名以上含まれ

る 高齢者のみの世帯等を 訪問し 、 生活実態の把握や必要な指導を 行い、 健康の維持

と 自立し た生活の継続を 支援し ます。  

 

（ ２ ） 実施状況（ 令和６ 年度）   

① 家族形態別の実施状況 

区 分 実人員 延人員 

一人暮ら し 高齢者 182 人   262 人 

高齢者のみの世帯 275 304 

その他の世帯    98 180 

  合 計   555 746 

   ② 対象者の状態像別実施状況  

区 分 実人員 延人員 

自立    421 人 438 人 

要介護・ 要支援     27 57 

閉じ こ も り     ０   ０  

認知    ３   ３  

総合事業対象者   101 243 

その他   ３   ５  

  合 計  555 746 

 

（ ３ ） 従事者別活動状況    （ 令和６ 年度）  

区 分 年間活動日数 

高齢者指導員（ ２ 名）         278 日 

          

（ ４ ） 訪問指導内容  

指 導 内 容 件 数 

介護予防に 関す る こ と （ 閉じ こ も り 予防、 認知症予防、 転倒予防等 ）     273 件 

関係諸制度の活用方法等に関する こ と    ６  

医療に関するこ と   14 

介護方法、 療養方法に関する こ と   ０  

その他 738   

合 計 1, 031   
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６ 住宅改善費の給付（やさしい住まいづくり推進事業） 

 

（ １ ） 目 的 

介護を 必要と する 高齢者や重度身体障害者の自立と 負担の軽減を 図る ため、 住宅

の改善に要する経費の一部を 助成し ます。  

（ ２ ） 利用対象者 

介護保険法に定める 要支援以上に認定さ れた方、 身体障害者手帳の交付を 受けた 

   方で障害の等級が１ 級から ３ 級までの方 

（ ３ ） 対象と なる 経費 

高齢者や障害者が居住する 住宅のト イ レ 、 浴室等の改善で、 段差の解消や手すり  

の設置など日常生活動作及び介護動作が容易になる と 認めら れる 経費で、 50 万円以 

内の額と なり ます。  

（ ４ ） 給付の額 

対象と なる 経費から 、 他の制度によ る給付などを 控除し た額の３ 分の２ 以内の額 

（ ５ ） 給付の要件 

次のいずれかに該当する 場合は、 給付の対象になり ません。  

① 世帯員の市民税の額が最も 高い者の所得割額が 46 万円以上である 場合 

② 改善の内容が新築の場合又は増築の場合 

③ 既に改善に着工又は完了し ている場合 

④ 住宅の所有権が本人又は同居の親族以外の者の場合 

⑤ 改善する 住宅が平成 14 年４ 月１ 日以降に新築さ れたも のである場合 

（ ６ ） 実施状況 

区 分 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

高齢者 
件 数 15 件 11 件 ９ 件 

給付額 2, 094, 000 円 1, 483, 000 円 1, 650, 000 円 

障害者 
件 数 １ 件 １ 件 １ 件 

給付額 174, 000 円 193, 000 円 193, 000 円 

計 
件 数 16 件 12 件 10 件 

給付額 2, 268, 000 円 1, 676, 000 円 1, 843, 000 円 

 

７ 高齢者補聴器購入費用助成事業 

  

（ １ ） 目 的 

   加齢による 中等度難聴のために補聴器が必要な方に対し 、 補聴器購入費用の一部 

を 助成する こ と によ り 、 コ ミ ュ ニケーショ ン機会の促進と 日常生活の質の向上を 図 

り ます。  

（ ２ ） 利用対象者 

宮古市内に住所を 有する 65 歳以上の中等度難聴の方で、 身体障害者手帳の交付 

対象と なら ない方。  
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 （ ３ ） 助成金額 

    補聴器購入経費の９ 割を 助成し ます。 ただし 、 42, 000 円を 上限額と し ます。  

 （ ４ ） 助成状況（ 令和５ 年 10 月開始）  

令和５ 年度 令和６ 年度 

38 件   103 件   
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Ⅳ 入 所 施 設 
 
１ 種別及び目的 

（ １ ） 養護老人ホーム 

環境上及び経済上の理由によ り 、 居宅において養護を 受けるこ と が困難な高齢者 

が入所する 施設です。  

（ ２ ） ケアハウス 

60 歳以上（ 夫婦の場合は、 どち ら か一方が 60 歳以上） で、 かつ、 身体機能の低 

下のため独立し て生活する には不安が認めら れる 方で、 家族による援助を 受ける こ

と が困難な方が低額の料金で生活するための施設です。  

（ ３ ） 高齢者生活福祉セン タ ー（ むつわ荘）  

居住部門については、 高齢等のため居宅において生活する こ と に不安のある 者に 

住居を 提供し 、 また、 生活についての相談、 助言を 行います。  

 

２ 費 用 

費用は、 被措置者については別表１ の対象収入によ る 階層区分によっ て定まる費用徴

収基準月額により 算定し た額、 その主たる 扶養義務者については別表２ の税額等によ る

階層区分によ っ て定まる 費用徴収基準月額により 算定し た額がそれぞれ徴収さ れます。

高齢者生活福祉セン タ ーについては、 居住部門は別表３ の対象収入によ る 階層区分によ

っ て定まる 額が徴収さ れます。  

 

３ 入所措置状況                      各年度末現在 

区分 施 設 名 所 在 地 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

清寿荘 宮古市 43 人 41 人 34 人 

五葉寮 釜石市 １  １  １  

祥風苑 大船渡市 ７  ４  ４  

清和荘 盛岡市 ８  ９  ６  

松寿荘 雫石町 ３  ３  ３  

宝寿荘 花巻市 １  １  １  

北星荘 北上市 １  １  ２  

合 計 64   60  51   

 
４ 宮古市に設置されている施設 

施  設  名 所 在 地 設 置 者 設置年月日 定 員 電話番号 

養護老人ホーム清寿荘 
津 軽 石
14-38-３  

宮  古  市 S41． ３ ． 30 50 人 67-2210 

ケアハウスサンホーム 
みやこ  

崎鍬ヶ 崎
４ -１ -20 

社会福祉法人 
若竹会 

H９ ． ４ ． １  18 人 62-7011 

高齢者生活福祉セン タ ー
むつわ荘 

川井 
２ -165 

宮  古  市 H４ ． ３ ． １  10 人 76-2575 
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別表１      養護老人ホーム費用徴収基準（ 被措置者用）  

（ 平成 24 年７ 月以降適用）  

※ 「 対象収入」 と は、 前年の収入から 、 租税、 社会保険料、 医療費等の必要経費を  

控除し た後の収入を さ し ます。  

 

 

対 象 収 入 に よ  る  階 層 区 分 費用徴収基準月額 

１    ０ 円 ～  270, 000 円     ０ 円 

２  270, 001  ～  280, 000  1, 000 

３  280, 001  ～  300, 000  1, 800 

４  300, 001  ～  320, 000  3, 400 

５  320, 001  ～  340, 000  4, 700 

６  340, 001  ～  360, 000  5, 800 

７  360, 001  ～  380, 000  7, 500 

８  380, 001  ～  400, 000  9, 100 

９  400, 001  ～  420, 000 10, 800 

10 420, 001  ～  440, 000 12, 500 

11 440, 001  ～  460, 000 14, 100 

12 460, 001  ～  480, 000 15, 800 

13 480, 001  ～  500, 000 17, 500 

14 500, 001  ～  520, 000 19, 100 

15 520, 001  ～  540, 000 20, 800 

16 540, 001  ～  560, 000 22, 500 

17 560, 001  ～  580, 000 24, 100 

18 580, 001  ～  600, 000 25, 800 

19 600, 001  ～  640, 000 27, 500 

20 640, 001  ～  680, 000 30, 800 

21 680, 001  ～  720, 000 34, 100 

22 720, 001  ～  760, 000 37, 500 

23 760, 001  ～  800, 000 39, 800 

24 800, 001  ～  840, 000 41, 800 

25 840, 001  ～  880, 000 43, 800 

26 880, 001  ～  920, 000 45, 800 

27 920, 001  ～  960, 000 47, 800 

28 960, 001  ～ 1, 000, 000 49, 800 

29 1, 000, 001  ～ 1, 040, 000 51, 800 

30 1, 040, 001  ～ 1, 080, 000 54, 400 

31 1, 080, 001  ～ 1, 120, 000 57, 100 

32 1, 120, 001  ～ 1, 160, 000 59, 800 

33 1, 160, 001  ～ 1, 200, 000 62, 400 

34 1, 200, 001  ～ 1, 260, 000 65, 100 

35 1, 260, 001  ～ 1, 320, 000 69, 100 

36 1, 320, 001  ～ 1, 380, 000 73, 100 

37 1, 380, 001  ～ 1, 440, 000 77, 100 

38 1, 440, 001  ～ 1, 500, 000 81, 100 

39 1, 500, 001 円以上 下記によ り 算出し た額 

 

 150 万円超過額×0. 9÷12 月＋81, 100 円（ 100 円未満切捨て） 。  

 ただし 、 被措置者に係る 一般事務費及び一般生活費（ 冬期加算及び入院患

者日用品費を 除く ） の合計額を 限度と する。  
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別表２      養護老人ホーム費用徴収基準（ 扶養義務者用）  

  （ 平成 24 年７ 月以降適用）  

税 額 等 に よ  る  階 層 区 分 費用徴収基準月額 

A 生活保護法による 被保護者（ 単給を 含む）  ０ 円 

B Ａ 階層を 除き 当該年度分の市町村民税非課税の者 ０  

C1 Ａ 階層及びＢ 階層を

除き 前年分の所得税

非課税の者 

当該年度分の市町村民税所得割非課税

（ 均等割のみ課税）  
4, 500 

C2 当該年度分の市町村民税所得割課税 6, 600 

D1 
Ａ 階層及びＢ 階層を

除き 前年分の所得税

課税の者であっ て、

その税額の年額区分

が次の額である者 

30, 000 円以下 9, 000 

D2 30, 001 ～   80, 000 13, 500 

D3 80, 001 ～  140, 000 18, 700 

D4 140, 001 ～  280, 000 29, 000 

D5 280, 001 ～  500, 000 41, 200 

D6 500, 001 ～  800, 000 54, 200 

D7 800, 001 ～ 1, 160, 000 68, 700 

D8 1, 160, 001 ～ 1, 650, 000 85, 000 

D9 1, 650, 001 ～ 2, 260, 000 102, 900 

D10 2, 260, 001 ～ 3, 000, 000 122, 500 

D11 3, 000, 001 ～ 3, 960, 000 143, 800 

D12 3, 960, 001 ～ 5, 030, 000 166, 600 

D13 5, 030, 001 ～ 6, 270, 000 191, 200 

D14 6, 270, 001 円以上 

そ の月に おけ る そ

の被措置者に かか

る 措置費の支弁額 

 

※ 「 主たる 扶養義務者」 と は、 原則と し て入所者と 出身世帯（ 同一世帯） にあっ た配偶

者、 又は子を さ し 、 一般的には、 当該世帯の最高税額納付者である方を さ し ます。  
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別表３   高齢者生活福祉セン タ ー居住部門利用者負担基準 

                       （ 平成 24 年７ 月以降適用）  

 

対 象 収 入  使 用 料 ( 月 額 )  

1, 200, 000 円 以 下  0 円  

1, 200, 001 円 か ら 1, 300, 000 円 ま で  4, 000   

1 , 300, 001 円 か ら 1, 400, 000 円 ま で  7, 000   

1 , 400, 001 円 か ら 1, 500, 000 円 ま で  10, 000   

1 , 500, 001 円 か ら 1, 600, 000 円 ま で  13, 000   

1 , 600, 001 円 か ら 1, 700, 000 円 ま で  16, 000   

1 , 700, 001 円 か ら 1, 800, 000 円 ま で  19, 000   

1 , 800, 001 円 か ら 1, 900, 000 円 ま で  22, 000   

1 , 900, 001 円 か ら 2, 000, 000 円 ま で  25, 000   

2 , 000, 001 円 以 上  30, 000   

備 考  

1 使 用 料 は 、 利 用 者 の 収 入 に よ り 算 定 す る も の と し 、 表 の 左 欄 の 対 象 収 入 の 区

分 に 応 じ 、 表 の 右 欄 に 記 載 す る 額 と す る 。  

2 「 対 象 収 入 」 と は 、 前 年 の 収 入 か ら 、 租 税 、 社 会 保 険 料 、 医 療 費 、 特 定 施 設

入 居 者 生 活 介 護 の 利 用 者 負 担 分 等 の 必 要 経 費 を 控 除 し た 後 の 収 入 を い う 。  

3 夫 婦 で 同 一 の 部 屋 を 利 用 し た 場 合 は 、夫 婦 の 収 入 及 び 必 要 経 費 を そ れ ぞ れ 合

算 し た 額 に よ り 算 定 し た 対 象 収 入 の 額 に ２ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 を 対 象 収 入

と し て 使 用 料 を 算 定 し 、 当 該 使 用 料 を 夫 婦 の そ れ ぞ れ か ら 徴 収 す る 。  

4 月 の 中 途 に 利 用 を 開 始 し た 場 合 及 び 月 の 中 途 に 利 用 を 終 了 し た 場 合 の 使 用

料 の 額 は 、 日 割 計 算 ( 日 割 計 算 に よ り 100 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 こ れ

を 切 り 捨 て る も の と す る 。 ) に よ り 計 算 し た 額 と す る 。  

※  光熱水費については、 実費を 徴収する。  
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Ⅴ 各種活動団体への支援 

 
１ 高齢化対策基金事業 

  高齢化社会に適応し た施策を 推進する ため、 各種民間団体等が行う 高齢者等の保健福

祉を 増進さ せる事業に対し て助成し ます。  

 

事業実施状況  

    年度 

区分 
令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

助成額 211, 000 円 62, 200 円 94, 000 円 

助成団体 ・ 川井地区サロン連絡会 

（ 163, 000 円）  

・ う たごえ喫茶ポコポコ 

（ 48, 000 円）  

・ 川井地区サロン連絡会 

（ 34, 600 円）  

・ う たごえ喫茶ポコポコ 

（ 27, 600 円）  

・ 川井地区サロン連絡会 

（ 35, 000 円）  

・ う たごえ喫茶ポコポコ 

（ 36, 000 円）  

・ 西町一丁目ワクワクド

キド キクラブ 

（ 23, 000 円）  
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